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　　　　　　　　　　　　序　論　　「わがまま」と「魔術への願い」
　ヘツセ文学を性格づける二つの特頷がある．共に彼の詩人気質の問題性を示すものであるが，一
つは主に彼のテーマと関係があり，他はむしろ手法に関わりを持つものである．ヘツセの言葉で言
うなら「わがまま」ＥigenSinｎ及ぴ「魔術への願い」ＺauberｗunScｈの二つがこの特徴を端的に表
　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　χ　　　　　｀く　　　　　χ
　「わかまま」という言葉は「デミアンJ Demianが出版された1919年に書かれた文章の表題であ
る．やはり同じ年に出版されたｒツァラトゥストラの再来J Zarathustras Wiederkehr と同様「デ
ミアン」執筆の立場を別の角度から述べたものと言えるが，単にそれだけに留らず，ヘッセの根本
的な立場を示しているものとして注目に値する．ここにその考え方の跡を辿ってみると，先ず（は
っきりと表立てて述べてはいないが，恐らく第一次世界大戦への反省として）ドイツ人の権威や掟
に対する盲従的態度に目が向けられ，そこに，不安や自己の脆さを直視すること，自己と対決する
ことを恐れ，安易な慣習の中に逃げ込もうとする小市民的な生の営み方の危機が認識される．そし
て，この危機を克服するには，外部から与えられた権威や掟に頼るのではなく，それら一切を拒否
して，昭一の，絶対に神聖な，自己自身の内部の掟，即ち地上の万物と同様に生れなからに人間に
与えられている生命と成長の意志に従わなければならないという結論か導き出される．自己自身の
内部の掟に従って生きるということは「デミアン」に言う（自分自身への道J Der Weg zu sich
selberを歩むことに通じる．これは現在あるがまゝの自分は未だ完全に自分自身になりきってい
ないことを認めて，自.己の本来あるところのものを求めて，それを自分の上に実現しようとするこ
と，即ち，自己実現の追求である．
　ヘッセの作品が常に自己を出発点とし，自伝的な性格を持ち，極めて主観的であるのは，創作に
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対する彼のこのような姿勢から来ている．そして又逆に，彼の作家としての生涯のテーマは，実に
このlll己実現の追求ただ一つであったと云うことが出来る．「私は小説家ではないのだ」という謙
遜ともとれる言葉の裏に，時折音楽家を羨望の眼で見たり，画家として身過ぎするという考えをも
てあそんだりする態度に，そして又，彼の作品には時として形式への考慮が払われていないかのも
のがあったり，子供じみた或は学生じみた言葉の取り扱いをすることがある等の事実に，それを襄
づける証拠を見てもよいであろう．
　もっとも，この自己実現のテーマが明確に意識されたのは「デミアン」以後に於てであるから，
それ以前の作品に於ては半ば無自覚的にこのような創作能度がとられていたわけで，その点に『デ
ミアン』以前の作品の甘さと，同時に又そこからくる初々しい魅力とがある．即ち「デミアン」
を境として，以前の作品では，現実になじめずとけこめない自己の，その現実に対する反撥の方に
焦点があわされて，そこに醸し出される悲哀の交った優越感が作品に甘美な色あいをそえているの
に対して，以後の作品になると，むしろ，その反発する自己に対する追求が厳しさを加えて，内面
が堀り下げられ，無意識の領域にまで照明が当てられるよう’になる．これが一般に第一次世界大戦
の影響によるヘッセの変化と言われるものである．だが，そこに自党の程度の差こそあれ，自己実
現のテーマか終始一貫していることは確かで，ヘツlセの全作品はこのテーマの倦むことなき繰り返
し，状況に応じて様々な形で繰り返された変奏であると言うことが出来る．そして「ガラス玉遊戯」
はその最終的な移調，解決である．　　　　　　　　　　　’゛
　自己実現のテーマの追求にあたっては，小市民的な生活の安易な慣習の中では権威や掟にすがる
ことでごまかされ回避されてきた，不安や自己の脆さを真面目にとって，それと対決すること，実
際的には，自分自身の体験だけを信用して，その体験に隠された意味を解き明かすことか重要にな
ってくる．ここに何故作家としてペンをとって表現するかという根拠が確立される．即ち，人間を
社会や心理の面から分析する文学ではもはや充分でなくなりに体験の状態を生き生きと表現し，徹
底的に光りをあて，そこに隠された意味を，文学のみに許されている書き変えと暗示という把握方
゛法によって指し示すことが重要となったのである．しかし，これはもうどちらかと言えば「魔術へ
の順い」に属することがらである．
　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ　　　　●χ
　1923年に書かれた童話的でユーモラスな自伝の断片『魔術師の幼年時代J Kindheit des Zauberers
に次のような一節がある.
　　「13才になるまで私は，自分が将来何になるか，どういう職業を習得し得るかということについ
て，一度も真剣に考えたことはなかった．すべての少年と同様に，猟師，筏師，御者，綱渡り師，
北極探検家などのいろいろの職業を私は愛し，うらやんだ．だが，ずっとなりたかったのは魔術師
だっただろう．これは私の欲求の最も深い，切実に感じられていた方向であり，「現実」と呼ばれ
ているもの，私には時として大人達のばかげた申合せとしか思えないものに対する一種の不満にほ
かならなかった．小さい頃から私は，こういう現実を，時としては不安の念を持って，時としては
嘲笑的に拒否することに，そして又，この現実を魔法にかけ，変え，高めるという燃えるような願
いを抱くことに慣れ親しんでいた.」　　　　　　.
　この一節を，翌年轡かれた「自伝素描J KurzgefaBter Lebenslaufの中のあの良く知られた一文，
「13の年から私には，自分は詩人になるか，さもなければ何にもならないという一事が明らかにな
った.」とあわせ読むなら，詩人となることに彼が何を期待していたかが明らかになる．この世の
中に厳として存在し，世界を支配しているかに見えるこの我慢のならない現実というもの，これを
何とかして変え，望ましいもめにすること，それが彼を幼年時代には魔術師に，内面か成熟するに
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伴い詩人に，即ち，言葉の魔術師にとかりたてたのであるごこのような現実に対する強い反発ば，
おそらく，彼の両親の家に由来しているのであろう／ヘッ･セの両親か共に敬虔な深い信仰を持った
人達であったことはフーゴー・バルの伝記（2）に詳述ざれている．存在よりも生成をより多く肯定
するよう促されているヘッセのプロテスタント的心情は，こ.の両親から受け継いだものであろう．
しかし同時に，これは皮肉なことであるが，この両親の家を支配していた，あまりに厳格な，重苦
しい敬虔主義的雰囲気こそ，ヘッセが最初に目にした，そして我慢のならなかった「現実」と呼ばれ
るものだったのではなかろうか．この「現実」に対する反発が「魔術への願い」を喚び起こし，更
に，詩人,になりたいという願いに結びつくところに，ヘッセの創作に対する態度の問題点をうかが
うことかできる，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　何故なら，やはり根本に於てはこの「現実」に対する不満から発している自己実現の追求は，そ
れだけでは一人の人間を作家たらしめる必然性を持だない単なる人生的テーマであるにすぎない
が，その不満がこの「現実」に対して，実人生上の実際の行為を通して働きかける事ではなく，ペ
ンを執って書くという行為を通して働きかける事を彼に促すからである．ここに彼をして作家たら
しめる特徴があり，･その特徴が彼の作品形成に際しての手法を決定づける゛のである．
　現実に対する反発が魔術への願いに転ずるその間の事情は次の様に要約され得るであろう．現実
に対して反発するということは，現実から全然目をそむけてしまうことではない．むしろ，現実が
人間に及ぼす威力に対して敏感すぎる程なのである．そこで，現実になじめず溶けこめない自分を
意識すると同時に，その抵抗し反発する自己を内面の奥底までつきつめていって，そこから我々に
与えられている生命の力を汲み取り，その力によって真に生きた力強いもの，より高い，より真実
ないわば第二の現実とも言うべきものを創造する．そしてその光を放射させることによって，対抗
する現実を否定し，改変しようとするのである．，この現実を否定し，改変することがヘッセの願う
　「魔術」だと云へよう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　「わがまま」から来る自己実現の追求のテーマが「魔術への願い」に由来する創作態度によって
表現される時，ヘッセの作品に特有な，自己追求的な半面，一種無定形な，夢幻的，憧憬的，童話
的な世界を構成する．内面の奥底を探って，そこに生命の力を汲みとるとは，無意識の領域に構成
される幻想や虚構に価値を認めて，それに表現を与･えようとすることであ‘る．この創作の原理は童
話Marchenや寓話Fabel,或は神話Mythus等のそれに相通ずるところがある．　ヘッセには童
話や寓話の傑作が多いことが想起される．そう名付けられていないものでも，彼の小品の多くは童
話風，寓話風の趣を持っている．いや，小品ばかりでなく大きな作品でも「小説ＪＲｏｍａｎという
のは，彼自ら認める如く（3），正に「借り物のレッテル」にすぎなくて，童話といってもさしつかえ
のない場合が多い．しかし，童話と言っても勿論古来の民族発生的なそれとは違って，無意識か造
りだす幻想や虚構を，意識的に取り扱う点て精神分析的な傾向を持っている．こめ様な童話的作風
が『ガラス玉遊戯』に於て最終的に成就されるのであるが，この作品が完成されるには，その手法
上の実験的大胆さを指摘される問題作『荒野の狼J Der Steppenwolf を生動せしめている,「魔術
劇場」のモティーフと，rガラス玉遊戯』と同じ年に書き初められ，この大作と深いつながりを持っ
ている『東方巡礼J Die Morgenlandfahrt の中心をなす「結社」のモティーフとの二つを総合発
展させた「遊戯」のモティーフが把握されねばならなかった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　I’「ガラス玉遊戯」の成立
　　『自伝素描』の終り近く,’シャン．パウルを範として，未来にまで先まわりして「推測伝記」
Konjekturalbiographieを試みている部分でヘッセは「一種のオペラを書くこと」か自分の晩年の
野心となると述べ，更に次の様に続けている．「私は私のオペラで，私の文学作品では一変も完全
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に成功しなかったこと，即ち，人間生活に高いうっとりさせるような意味を与えることをなそうと
思った．自然の無邪気さと無尽蔵さとを私は称え，自然の歩みを追って，自然が避けられない苦し
みにかられて，遠い反対の極である精神に向うに至るところまで表わそうと思った．そして自然と
精神との両極の間を揺れ動く生命の振動を，空にかかった虹のように晴れやかに，かろやかに，そ
して完全に表わすつもりだった.」推測伝記ではこのオペラは，「金の壷J Der Ｇｏｌｄｅｎｅtopf（4）や
　『青い花ＪＨｅｉｎｒichｖｏｎｏｆtｅｒｄｉｎｇｅｎ（5）の存在か彼に文学を断念させたのと同様に，モーツァル
　トの『魔笛J Zauberfloteが存在することで，完成を断念せざるを得なくヽなると述べられている
が，そういう彼の意図がついに実現された作品こそ「ガラス玉遊戯」ではなかったろうか.
　　『ガラス玉遊戯』は1931年から1943年に至る十年余りの歳月を費して執筆され, 1943年スイスで
二巻本として出版された．ドイツ本国で出版されたのは三年後，第二次世界大戦終結の翌年にあた
る1946年であり，この年ヘッセはゲーテ賞とノーベル賞を贈られている．執筆か開始された1931年
当時は，ドイツ国内の恐慌が深刻化し，ナチスが拾頭, 1933年にはヒンデンブルクの招請をうけた
ヒットラーが首相に就任，更に独裁権を与えられる等，狂信的に血迷ったナチスの毒気がドイツに
涵りはじめた頃である．ヘッセ自身は既に1912年に移転して以来スイスに在住, 1923年にはドイツ
国籍を捨て，スイス国籍を得てはいたが，次第に作品発表の道をふさがれ，三人の息子･をナチスの
侵入におびえる小中立国スイスの軍隊にささげ，愛する甥のカルロー=･イゼンベルクをロシア戦線
に失う等の苦難を休験した．このナチスによる世界の毒化に逆って，呼吸し生きることのできる精
神的な避難所を築くこと，及び，この野蛮な権力に対する精神の抵抗を表現し，ドイツにいる友人
達の抵抗と忍耐を強めることか，ヘッセに重嬰となったのは納得のいく所である．これが『ガラス
玉遊戯』執筆の直接の動機となったことは，初稿には政治的文化的蛮行に対する激しい攻議か織り
こまれていた（6）ということからも確かである．
　この作品は，その副題にも示されている如く，ガラス玉遊戯を歴史的に紹介する序章をはじめ
に，マギスターリレディMagister Ludi 即ち，このガラス玉遊戯の名人であるヨーゼフ・クネヒ
トの十二章からなる伝記と，クネヒトの辿作（十三篇の詩と三池の「履歴jLebenslauf 「雨乞い師」
Der Regenmacher. 「懺悔肋間僧J Der Beichtvater, 「インドの履歴」Indischer Lebenslauf) ，と
から成っている．「雨乞い師」が一番先に，次に序章か害かれ，この二つは1934年の新展望Die
Neue Rundschau 誌上に発表され, 1938年には伝記の第一・二章がコロナという雑誌に発表され
た．全休の完成は1943年２月である．これはドイツに秘帝な方法で持ちこまれ，タイプで複写され
て，手から手へ渡され読まれたそうである．『ガラス玉遊戯』の舞台はカスターリェンKastalien
という未来の理想郷で, 2400年頃の人がそれより200年程前にこのカスターリェンの遊戯名人とし
て存在した人物，ヨーゼフ・クネヒトを振り返って書いているという形式がとられている．
　ナチスによる第三帝国の実現への暴走に逆って「精神政治の国」を築く意図で書かれたこの作品
が，第三帝国が悪夢と化した大戦後の最初のノーベル文学賞必得たことには，大変意味深いものを
感じさせられる．だがこの大作も，もしヘッセが「遊戯」というモティーフをつかんでいなかった
なら，あるいは構成され得なかったのではあるまいか．このモティーフこそ，この作品を生動せし
めている原動力である．そこで我々はこの遊戯のモティーフについて考察を進めなければならない
が，その前に，このモティーフの原型をなすものと思われる「魔術劇場J Magisches Theaterと
　「結社J Der Bund との二つのモティーフについて考察しておきたい．
　　　　　　　　　　　　　Ｈ　魔術JI場と結社
　『荒野の狼』(1927年）は，第一次世界大戦から第二次世界大戦に至るヨーロッパの.病的な精神
状況を背景に，人間存在の孕む問題性を，50才という人生の下り坂にさしかかった孤独な人間，老
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いたるアウトサイダーのフアウスト的な魂の分裂の中にとらえ，ユーモアの中に救いを見出そうと
する作品である．「魔術劇場」は，自分の中に人間の魂と狼の魂があって，その二つが絶えず争っ
ているので自分は可もなく不可もないといったなまぬるい生活を送らなければならない，という固
淀観念にとりつかれた主人公ハリー・ハラーに，人格という虚構を取り除いて新たな自己省察をな
さしめる場となる．物語はハリーがしばらくの間下宿していた，ある小市民的な家の親類にあたる
同居人が，ハリーが立ち去った後に残された彼の手記を，ハリーについての二・三の想い出などを
記した序文を附して出版したという形をとっている．中心をなしている「ハリー・ハラーの手記」
は，この編集者の言によれば，「深く体験された心的過程を，目に見える事件の衣に包んで表現し
た」ものである．だから，魔術劇場といっても，その手記の中に現われるのだから，正体を明か
せばアルコールと阿片によって呼びだされた，主人公の無意識の奥深くに眠る無数の自我が織りな
す幻想の虚構にすぎない．だが，その描写は幻想と現実の間の独特な中間地帯を揺れていて，そこ
に特殊な追真性がある．魔術劇場のはてしなく続く廊下に面する無数の小部屋は主人公の「魂の画
廊」であり，彼の生を形成する様々な無数の要素であるが，それを統一する自我という理性の秩序
が取り除かれているので，分裂的，自己解体的な様相がここに展開される．そこで，主人公個人の
内面世界が同時に，生の多彩な戯れの比喩となり，根源的な生のドラマが演じられることとなる．
ドラマというものは元来，多元的なものとしての我を表現するのに最大の可能性を示すものであ
る．このドラマを勣かす原理も，個人ではなく個人の集まり，化身のつながりを主人公とする，古
いインドの叙事詩の人間認識であり，喩伽の「人格という錯覚を取り除くための精確な技術」であ
る．ハリーをも含めて，彼をめぐる人物達，踊り子のヘルミーネとマリア，サキソホン奏者パブ
ロ，或はモーツァルトやゲーテ等々も，個人ではなく，部分,側面，種々の様相にしかすぎず，これ
らすべてから一つの統一体，超個人が出来上る．そしてこのより高い統一体の中に初めて，魂の真
の本質の何かが暗示される．このドラマを通じてハリーは，ラジオの雑音を通してもヘンデルのコ
ンチェルト・グロッソーの崇高な精神は依然として失われず，少しも傷つけられないのと同様に，
生の戯れの無数の姿，一見ばらばらな混沌にすぎないかの様なこの人生の種々相の中にも，神聖な
る精神が支配し，それか生を意義あるものにし，生の全体を大きな統一の中に包括していることを
悟る．この認識を通して，人生のいまいましいラジオ音楽の雑音の背後にその精神を聞きとるこ
と，真剣にとるに値することを真剣にとり，他のことは笑ってすますというユーモアが生まれてく
る．
　だが，この人格構成劇も，ひどく密度の薄くなった現実の層の中では（ｲ可故なら魔術劇場はハリ
ーの幻想の世界なのだから）本当のドラマとはなり得ず，童話となる．「すべては童話だった．す
べてが一つだけ次元か多く，一つだけ意味が深く，遊戯であり，象徴であった.」
　　　　　　　　　　　　●　　　　　
χ　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ
　　「東方巡礼」は「ガラス玉遊戯」と同じ1931年に書き始められ1932年に出版された．「ガラス玉
遊戯」が東方巡礼者に捧げられていることからも，両作品が深いつながりを持っていることは明ら
かである．
　スケールの大きな童話とも言うべきこの作品では『荒野の狼』より更に一歩進んで，生の多様な
姿を美しく多彩な戯れと解し，その背後にある究極のものを求める「敬虔な魂」を持つ人々の，
超時代的，超空間的，超現実的な精神的協同体の可能性と，それへの参加の仕方の問題が追求され
る．即ち，「結社」というモティーフが持ちだされ，主人公Ｈ・Ｈのそれへの参加の状況か物語ら
れる．
　この結社の同志は，老子，プラトン，ノヴァーリス，ホフマン，ドン・牛ホーテ，リントホルス
ト（7），クリングソル(8)ラウシャー(9)ニノン(10)クレー（1o等々，歴史上.の実在の人物から，
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文学作品中の人物，或はヘッセの親しい人々にまでわだっているが，彼等の共通点は，人生を戯れ
と承知し，生活と詩とをごっちゃにし，およそ考えられるすべてのものを同時に体験し，外と内と
を戯れながら取換え，時間と空間とを舞台の轡割のように自由に移動させる幸福を知っている，と
いう点にある．生の多彩な戯れの背後に深い意義を認め，それに対して敬虔であるものは，共に同
志の集り.を作り，協同して「来るべき精神政治の国への突進」を行うものであるという信念が，こ
の結社によって象徴的に表現されている．彼等のめざす東方とはどこか地理的な国ではなく，「魂
のふるさとと青春」であり，「あらゆる時代が一つになるところ」であるが，それはつまるところ，
同志個々人の信念の中であるから「どこでもあってどこでもない」のである．
　物語は，この結社に所属し，東方を求めての巡礼に参加した主人公Ｈ・Ｈが，その記録をしるす
という形懲始められる．だがこれははじめから語られ得るというたちのものではない，というより
召使レーオの失踪によって失敗に終った巡礼に対する，そしてひいては，それ以来その存在を確め
得なくなった結社に対する彼の不信がこの試みの動機をなしているのであるから，彼がペンを執っ
て書きしるそうとするその瞬間から，彼の結社への真正な所属はくずれてしまう．そしてついに
は，まるで初めからそんな結社など存在しなかったかのような不信と絶望に陥入る結果となる．結
社という象徴によって表わされているものは，それについて考えたり書いたりすることが根本的に
禁じられている「聖なるもの」である．即ち，結社の記録をしるそうとする試みは，人間の魔術的
段階を理性的段階からおしはかろうとすることであるから･，すべては「何かあるものに映った形象
の砕け散る塊りにすぎなくなる.」その何かあるものとはＨ・Ｈ自身の我である．Ｈ・Ｈにこの禁
令を犯させる根底にあるもの，そして又，作者ヘッセをしてこの作品を書かしめている奥底の力
は，他でもなく，精神である．文学が，無くても済まし得る任意な精神のある付属物ではなく，精
神の最も強い機能であるならば「物語り得ない話を十ぺんも百ぺんも初めから始めなければなら
ず.」いつも同じ深淵に陥るとしても，百ぺんが百ぺんでも新しく始めなければならない．罪を犯
すことによって精神は，自己弾劾と弁明との間に，その行為と本質を疑い，絶望に至る．その絶望
を通してはじめて精神は畏敬を学ぶ．そこでＨ・Ｈは，結社を信じて仕えるという，結社への参加
の仕方を教えられるのである．
　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ
　ハリー・ハラーとＨ・Ｈの二人の主人公は，作者ヘッセjとのイニ.シャルの共通性を指摘するまで
もなく，彼の自己投影像であることは他の作品の場合と同様である．即ち，二人とも「わかまま」
のテーマを荷っている．ハリー・ハラーの荷うテーマは，自己実現を目ざして，自己の内部の呼び
声に忠実であろうとする際に問題となる，魂の分裂，二元の対立の問題である．『デミアン』以来
追求されてきた問題であるか，魔術劇場というモティーフを得てようやく，その問題性のすべてが
あますところなく表現され，解決への糸口が示される，このニ元の対立のテーマが最終的に解決さ
れ芸術的表現を与えられるのは，おそらく「ナルナスとゴルトムントJ NarziB und Goldmund に
於てである．だが，魔術劇場のモティーフは，更に『ガラス玉遊戯』に於て，拡大され形を変えて
効力を発揮することとなる．
　二元の対立の問題を一応解決したヘッセにとって，単に世界の傍観者として，アウトサイダーと
して,゛自己を実現し完成することは，もはや意味を失って，その代りに，貴重な自我を再び世界の
中に埋没させ,･無常に直面して，永遠な没時間的な秩序の中に自己を編入し，そのことによって，
うつろいゆく現実の中に不滅の価値を確立することが重要となる．これが「東方巡礼」とrガラス
玉遊戯』のテーマとなる．結社というモティーフは，そういう意味での精神的協同体の一つの可能
性を示すものである．だがこの結社は，魔術劇場がそうであったのと同様に，主人公の内面に形成
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された夢にしかすぎず，それが充分に形象化されていないので，信じるという形での参加の可能性
しか示されず，不滅の価値を確立するには至らない．それには，仕えつつ創造し，創造しつつ仕え
るという「奉仕の規律」が完全に守られねばならない．この作品の結末に示されるＨ・Ｈと結社の
盟主であり同時に東方巡礼の召使であるレーオとの背中あわせの二重像は，この間の事情を象徴的
に表わしている．即ちＨ・Ｈの像がすっかりレで一才の像へ流れこみ，溶けこんで，Ｈ・Ｈがいなく
なってしまわなければＨ・Ｈの夢は実現されないのである．Ｈ・Ｈが「奉仕の規律」に完全に服
して，すべてをレーオに捧げる時，レーオはクネヒトとなり「ガラス玉遊戯」が成立する．
　　　　　　　　　　　　Ⅲ　　ガラス玉遊戯とカスターリェン
　　「ガラス玉遊戯」には冒頭に一つのモットーか掲げられている．スコラ的な格調を持つラテン語
と，中世哲学者風のすこぶる難解なそのドイツ語訳とによって示され，謎めいた意味深長さが装わ
れているが(12)その言わんとするところは凡そ次の如くである．ガラス玉遊戯は現実に存在する
ものではないが，現実となることか望まれる一つの可能性で，それをある程度存在するものとして
表現するなら，そのことによって実現に一歩近づけられるだろう．このモットーは我々にこの作品
の意図するところを示してくれると同時に，ガラス玉遊戯というモティーフを解明する手がかりを
与えてくれる．即ち，この遊戯が可能性にしかすぎないものを存在するものとして表現しようとす
る一つの試みであるということを.
　　「東方巡礼」に於て結社のモティーフが充分に形象化され得なかった一つの原因は，この結社が
主人公の内面に形成された夢像としてとらえられ，その存在とそれへの参加とは彼の信念によって
しか確かめられ得ないという設定そのものにあったのではなかったろうか．即ち，結社はとの場
合,可能性にしかすぎないものとしてしかとらえられていなかったのである.だがガラス玉遊戯のモ
ティーフはそれをはじめから，存在するものとして扱うことによって克服したのである．可能性に
しかすぎないものであっても，それをあえて作品として表現しようとするその根底には，現実を改
変しようとする意欲が働いているのであるから，単なる可能性としてそのまま示すのでは充分でな
く，対抗する現実を否定し得る第二の現実として，充分に形象化して示すことが必要なのである．
ここに我々は序論に於て提示した彼の「魔術への願い」の端的な表われを見ることが出来よう．
　美学的な考察をする立場からこの作品の弱点として指摘される，象徴形式とアレゴリー風の抽象
形式の混同という問題も，このことを前提として考慮されねばならないだろう．フリッツ・シュト
リッヒの言うように，アレゴリー文学にはそもそも，神性と仮象的現実とを分離する二元感が根本
にあって，前者が後者の比喩的形象によって暗示されるのであるとするなら，ガラス玉遊戯が表わ
そうとするところのものも，アレゴリー風の抽象形式によって表現されるべきものである．それを
ヘッセは敢て「存在するもの」として描き出そうとするので，その形象は著るしく象徴に近ずく，
だが，どれ程彼の筆が精緻をきわめようとも，究極に於てはアレゴリーたらざるを得ない．確かに
表現形式か混用されている．だがこれは美学的な弱点として片附けてしまえる問題であろうか，む
しろ我々はここにヘッセの積極的な意図を汲みとるべきではないだろうか，即ち，アレゴリーによ
ってしか完全には表現し得ない理念を，敢て象徴として描出しようとすることを通して，その理念
を呼び出｀し，実現に近づけようとする意図を．
　さて，このような意図の下に描き出されたガラス玉遊戯とは「文化の全内容と価値とをもってす
る遊戯」であって，人類が学問と芸術との分野に於て獲得した一切の価値をパイプオルガンのよう
にひきこなす綜合芸術，あらゆる学芸の神秘的統一である．この遊戯の精神の中では「実際すべて
がすべてを意味し，象徴と象徴の組み合わせとはすべて，ここかしこや実験や証明に通じるのでは
なく，中心へ，世界の秘密と内奥へ，根源の知識へ通じる」と言われる．つまるところこれは多様
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の中に統一を持つ生の象徴的表現であると言えよう．
　この遊戯の形態については，魔術劇場の中で将棋さしがハリー・パターに演じて見せた「人格構
成の将棋」を想像したらよいだろう．この将棋は，ハリーの無数に分裂した自我の一つ一つを駒と
して，それに任意な秩序と排列を与えて新しく組み立て，様々な姿を構成してみせるという「無限
に多様な生命の遊戯」である．ガラス玉遊戯の原型となったのは他でもなく，この人格構成の将棋
である．個人の次元で行われるこの将棋のスケールを文化の次元に移して拡大したもの，それかガ
ラス玉遊戯である．ガラス玉遊戯が成立するには, 20世紀フィユトンＦｅｕilletｏｎ（13）の混沌をさぐ
って，文化の新たな自己省察が行なわれねばならなかったか，これは人格構成の将棋をハリーが自
在に演じ得るようになるには魔術劇場を通り抜けなければならないという事情と対応する．遊戯の
素材となる学問と芸術の一切の価値とは，専門化と細分化のあまり有機的な関連を失って，個々の
それ自体としては精神生活に対する意味を失ってしまった20世紀に於ける学問の諸分野のことであ
るから，文化の自我の分身とも言えるもので，ハリーの自我の分身が駒になる事情と対応する．だ
が人格構成の将棋は個人的な遊戯であるのに対して，ガラス玉遊戯は遊戯名人の指導の下に行われ
る年次の荘厳祝典遊戯に於て自らを確証し実現する機会を持つ．祝祭というものが，幾世代を経て
存続してきた過去の伝承の生命を，時間と空間とを限定して広く一般に実現してみせるものである
とするなら，人間精神がこの地上のいたる所で，かつて思考し創造した全てを素材とするこの遊戯
は，過去に存在したものに新しい生命を吹きこみ変容を与えるー･つの昇華作用であるから，公の祝
典として行われる時にはじめてその本質をあますところなく発揮することかできるのである．
　ガラス玉遊戯の形態上の原型は上述の如く魔術劇場の人格構成の将棋に求めることが出来る．だ
が遊戯という思想そのものは更に以前からヘッセの親しんでいたものである．いや，遊びの本能は
彼に生れつきのものであって，そういう自己を彼はイリスIrisやクヌルプ　Knulpとして極めて
美しく描き出している．その場合，これらの人物か市民社会からはみだしたよそ者，アウトサイダ
ーとしてとらえられていることが特徴的である．つまり，遊びというものがマイナスの符号をもっ
てとらえられているのである．だが逆にクヌルプやイリ.スの立場からすれば，インサイダーの生
活，市民生活こそ遊びごとと思われるのである．だから豪商の下で俗生活を送ったシッダルタ
Siddharthaは自分が仕事や周囲の人々と「ボール遊びをする人がボールで遊ぶように」遊んでい
ると感じ，単なる遊びごととしてではなくその遊戯に，即ち生活に「心から実際に加わること」を
望む．この遊戯に実際に加わることか出来るのは，秩序と意義と莫の成熟がこの遊戯に認められる
ようになる場合，又．それか精神との関連を持つに至る場合だけである．ガラス玉遊戯の場合がそ
れである．即ち，クヌルプやイリスの立場からすれば，ガラス玉遊戯に於ては，遊戯のマイナスの
符号がプラスに転回されたのである．
　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ　　　　　χ
　ガラス玉遊戯を支えている文化圏，カスターリェンKastalienはその名をギリシャめカスターリ
アKastalia,即ち詩的感激を象徴するデルフィの神泉にちなみ，ゲーテのｒウィルヘルム・マイス
ター遍歴時代」の「教育州J Die padagogische Provinz をその範としていることは，既に諸家の
指摘しているところである．カスターリェンは聖職制度Hierarchieにもとずく一つの宗団組織に
よって運営されているが，この宗団Ordenは人間の協同体のあり方の一一つの可能性を示すもの
でご個々の宗団員が「めいめいさながら自動的に自分か奉仕し，奉仕の中に自由であり得るような
場所」である．勿論これは結社のモティーフを原型とするもので，それを具体的に定着させたもの
と言うことが出来よう．即ち，ここでは「奉仕の規律」に従うことが同時に個々人にとって自由であ
ることを意味するのである．この根底には「我々一人一人は，一個の人間，一つの試み，一つの途
上に過ぎないのだ．だがみんなが完全なものの存するところへ向って途上にあるのでなければなら
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ない」という人間認識があるが，これは「荒野の狼」に於て「人生の目的は自己の完成や表現では
なくて，自己の解体，母への復帰，神への復帰，全体への復帰だ」という風にマイナスの符号を持
って予感されたもののプラスの符号への転回を意味している．これを可能にしたのはガラス玉遊戯
の象徴である.，この遊戯の象徴する完全なるものが存在してはじめて，個々の宗団員を有機的に結
びつけ，統一することか可能になる．或は逆に,‥このような宗団のあり方が可能になってはじめて
ガラス雨遊戯が存在し得る，と言うことも出来る．いずれ叱してもガラス玉進戯とカスターリェン
とは相互に依存しあう関係にあって，どちらが欠けても意義か失われてしまう．カスターリェンは
フィユトン時代の精神の主我的課題設定，即ち精神の恣意に対する反省から生まれた世界で「人工
的な，より良ぐ秩序だった，より良く保護された世界」ではあるが，それ故に又「不断の監視と練
習とを必要とする世界」である．だから厳格な聖職制度による秩序の維持が必要とされ，ガラス玉
遊戯の象形文字が単なる文字に退化してしまわぬよう，冥想練習が，霊的な献身の態度の養成が重
要とされる．無所有と独身生活という修道僧に似た生活も，精神に可能な限りの自由を与えながら
　「個人的なものを解消させ，個々の人格を教育庁や学問の聖職制度の中にできるだけ完全に織りこ
むこと」が精神生活の最高の原則の一つとされ，理想とされるのも皆そのためである．こうしてこ
の世界は「精神の働きと道徳を純粋に保つ」ようＫ配慮され，一生を精神と莫理とに捧げることを
使命としている人々の避難所となる．
　　　　　　　　　　　　　　　IV　クネヒトの生と死
　この作品は教養小説の形をととのえている．中心をなす本文十二章のクネヒトの伝記の部分は，
彼の教養の道にそって展開される．即ち初めの五章では彼のカスターリェン世界への召命Berufung
から研究，修業時代が，次の二章では遊戯名人就任と在職時代か，終りの五章ではカスターリェン
文化への批判とそこからの離脱及び死が，整然と均衡のとれた構成の中に語られる．この主人公に
特徴的なことは，ヘッセの他のどの作品の主人公とも違って，その人格形戊の途上.に於て，彼がい
かなる障害にも遭遇しないことである．即ち，彼には葛藤が，「魂と外界との摩擦」がないという
ことである．彼は「選ばれたる者J Electusである．彼は家庭を持たず，両親を持たず，家との葛
藤を知らない．彼の一生はほとんど全く英才学校と宗団の機構の中で展開されるから，市民世界と
の葛藤，社会領域一般との葛藤というものもない．また英才学校に於ても『車輪の下J Unterm
Ｒａｄのハンス・ギーペンラートのような学校との葛藤というものはない．彼の魂の発展，成長に
とって重要なのはに阿物かとの間の摩擦や葛藤ではなくて，「召命」と「目覚めJ Erwachenの体
験である．即ち，彼の内面からの促しと外の世界からの呼びかけとが自然に合致するのである．と
いうより，彼の成長につれてカスターリェンの意義か彼に明らかになり，カスターリェンの要求す
るところのものが彼の内に実現されて行く．こうして彼は理想的な成長をとげて，ついには，宗団
の最高職であるガラス玉遊戯名人というばかりでなく,二重の意味でマギスター・ルディMagister
Ｌｕdi（14）となるに至る．即ち，ヘッセがカーメンツィントPeter Comenzind 以来，ギーベンラー
トHans Giebenrath,シンクレールEmil Sinclair,シッダルタ，ゴルトムントGoldmund等
を経て描いてきた彼のあのいろんな生の道程全休が，このクネヒトに於て最終決定的に移調さ･れて
繰り返され，自己実現のテーマの完結として示されるのである．それ故，生家の敬虔派的雰囲気と
の葛藤，精神と生との両極の対立，市民世界に対するアウトサイダーの問題等，これまで彼の作品
で扱われた様々なテーマも最終的な形で繰り返され，ガラス玉遊戯の思想の下に円満具現を見る．
又，ヘッセを苦しめた神経症的失患，インドからシナヘと移っていった東洋への憧憬，シュワーベ
ン的敬虔主義とキリスト教及びそれを土合とする西欧文明との対決等の問題，或は，あらゆる生物
との調和への願い，アルコー・ルによる陶酔への逃避，夢や無意識的なものへの傾向，水による死，
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等々彼の作品を一本の糸のように貫いている諸特徴がクネヒトの生においてマイナスの符号からプ
ラスの符号に転回されて繰り返され，止揚される．
　では何故クネヒトの場合には自己実現がこのように理想的な形で，ほとんど完全な域にまで達成
され得たのであろうか．又この作品に於けるクネヒトの主人公としての意義はどこにあるのだろう
か. 1949年から1950年の間に書かれたある手紙の中でヘッセは「ガラス玉遊戯」の成立について次
のように述べている，「:μ」めになによりも私に重要だったこと，実にほとんど唯一つ重要だったこ
とは，カスターリェンというこの学者の国一中略-それを目に見えるものにすることでした．
その次に私に明らかになったことは，カスターリェンの内面的現実を納得のゆくように，目に見え
るものにするには，一人の支配的人物，一人の精神的英雄像，精神的殉教者像をおいて他にはない
だろうということでした．こうしてクネヒトが物語の中心に,レ象徴的に，唯一無二の存在として歩
み出たのですが，理想的なカスターリェン人としてという意味からではなくｰ一一というのは，そう
いう人は大勢いるのですから一一－むしろ，カスターリェンとその世間から隔絶された完全さとに永
くは満足し得ないということによってなのです.」カスターリヱンの内面的現実を納得のゆくよう
に目に見えるものにするための超カスターリJIン的人物，それがクネ.ヒトである，カスターリェン
の意義はクネヒトの教育の道に沿って展開され，精神生活の真の秩序が，学習し成熟してゆく間に
クネヒトにわかってくる．―歩一歩進歩しながらクネヒト自身の人生もまた完成される．それ故，
彼のたどる生のあらゆる過程がそのまま同時に奉仕となり得て，彼はたくまずしておのずから奉仕
の規律に従うこととなる．クネヒトKnechtという名前のよってきたるところもそこにある．こ
の奉仕による自己実現の道を通して，シッダルタの希求した遊戯に参加すること，単なる遊びごと
としてではなく，心の底からの頁剣さをもって遊戯に加わることがここに成就される．遊戯は単な
る遊戯ではなくなり，生の象徴となり，生はその現実的束縛をときはなたれて遊戯となる．ここに
ガラス玉遊戯は「それ自体価値あるもの」としての存在を獲得する．
　ガラス玉遊戯も，そして又カスターリェンもほとんど完全なものであるか，逆に，あまりにも完
全に人工的に純化されているか故に現実から遊離し，生命力を欠いている．「精神の行為，文化の
行為，芸術の行為は，時間への隷属から脱出し，本能や惰性の泥沼から別の永遠な平面へ，非歴史
的な境へすべりこんで行くことである.」　歴史は混沌であり，混沌は無秩序な危険な深淵である
か，そこにこそ生命があり，万物を生みだす無限の可能性’がある．クネヒトのカスターリェン脱出
は，ガラス玉遊戯の精神を歴史の混戯の中に移植し，永遠の創造に奉仕しようとする意図のあらわ
れである．そしてそれこそガラス玉遊戯の精神を実現することに通じる道なのである．
　注意深い読者ならすぐに気のつくことであるが，クネヒトの生の道程は，ガラス玉遊戯名人たる
にふさわしく，それ自体一つの意味深いガラス玉遊戯の形をとって展開され，湖に於ける彼の死に
於て対位法的に対置された二つの主題が調和的に統一され√昇華されるという形をとっている．そ
の主導テーマは，カスターリェン精神を代表する音楽名人，前代遊戯名人トマス・フォン・デア・
トラーフェ(15)･クネヒトの友人力ぶ゜゜フェ゜モンテ<16)やフリッヅテグラリウス等の人物達，
特に音楽名人のクネヒトに対する関係の中に提示され，その対立テーマは，世俗世界を代表するプ
リニオ・デシニョリとクネヒトとの友情，及び修業時代のクネヒトが在外使節として派遣されたマ
リアフェルス修道院のヤコブス神父(17)の諦観した現実主義である．前者は精神を，後者は自然を
あらわすテーマである．クネヒトは音楽名人によって精神への召命をうけカスターリエンヘ導かれ
る．音楽名人は法則と自由との，奉仕と自主との調和を体現し，明朗な精神を象徴する．クネヒト
の学生時代の友人プリニオ・デシニョリは，カスターリエンの創設に功労のあった名門の子孫であ
るが，宗教に対･して批判的な立場をとる世俗世界の人間で，自然と生活を擁護する．クネヒトとプ
リニオとの間の友情と敵対を通して二つの主題がからみあい展開される．そしてクネヒトは，カス
ターリェンを去って現実世界に身を投ずるにあたって，このプリニオの子ティトーの家庭教師とな
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ることをえらぶ．クネヒトとティトーとの出会いは，音楽名人とクネヒトとの出会いに応ずるもの
である．音楽名人からクネヒトにうけつがれたカスターリェンの精神は，クネヒトの死によってテ
ィトーの中に植えつけられる．彼の死はカスターリェン世界に対する，そして又更に，人間の生全
体に対する奉仕であ,る．そして又，ここに二つのテーマが弁証法的に止揚されることによって，彼
の生涯に遊戯としての意味か与えられる．クネヒトは自ら,の生を素材にして遊戯を構成し，ガラス
玉遊戯の精神を実現したのだから，たとえ彼の死が我々に唐突な感じを与えようとも，それは「全
く首尾一貫して生じたものだ」と言うことができるのである．魔術劇場のハリーを中心とする人物
達か，個人ではなく部分であって，そのすべてからーつの統一体，超個人ができあがったのと同
様，クネヒト及び彼をとりまく人物迷のすべてから，一つの統一体，意味深い真剣な遊戯としての
生の象徴が浮びあかってくる．
　クネヒトの遺作である三つの履歴書は彼の研究時代に宗団に提出する課題として書かれたもの
で，任意の過去の時代に自分を移した仮構的自伝である．三篇とも独立した短篇としても珠玉の小
品と呼ばれるにふさわしいものであるが，これはヘッセのいう，人間になるべき三段階<1S)に対応
するものと考えられる．第一は無垢な|§|然の段階，第二は罪を自覚し絶望に至る段階，第三は信仰
によって救いに至る段階である．『雨乞い師』は第一段階に相当し，自然の力と完全に一致融和し
ている人間であるが，その融和が失われた時には自ら‘を犠牲にしなければならない．「懺悔聴聞僧」
は他人の懺悔を間く自分自身に罪を自覚し苦悶する第二の段階，『インドの履歴』は，波瀾に富ん
だ生も結局は「迷いＪＭａ」ａにすぎないことを思い知らされ，喩珈行者の下にこの世を解脱しよう
とする第三の段階を示す．三つの物語りの主人公はいずれもクネヒト同根「しもべ」を意味する名
前を持っている．カスターリェンを去って行くクネヒトは，すでにこの三つの段階を終了した地点
に立つものである．彼はー回かぎりのものとしては汀迷い」にすぎない生を，永遠の相の.もとに
　「遊戯」としてとらえ，遊戯名人たるにふさわしく遊戯の奥義をもって，自分の個人的な生を象徴
的な遊戯の中に織り込み，その象徴の中に永遠化して所有するのである．それ故彼の死は伝説とな
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　　スプ●スペキェ●ルディ
　クネヒトの死はクネヒトにとって二重の意味を持っている．一つには，彼個人の生の完成，自己
の実現の意味であり，もう一つは遊戯名人として，自己の生を素材として，カスターリェンと世俗
世界の対立，精神と生との対立を，対位法的，弁証法的な遊戯に構成し，止揚するという意味であ
る．この二つの意味に我々は序論でとりあげた「わかまま」と「魔術への願い」との二つの特徴の
円現を見ることができる．そしてこれら二つがクネヒトの死に於て二重うつしにされるのであるか
ら，テーマとモティーフが見事に一致を見たということができるのである．
　だが，クネヒトの死は我々に更にもう一つの，少し奇妙な連想をなさしめる．「自伝素描」のあ
のユーモアたっぶりな結末である．黒い魔術を使ったかどで牢に捕われの身となったヘッセは，牢
の壁に絵を画き，看守の見ている目の前で，その絵の中の汽車に乗り込み，汽車と共にトンネルの
中に消えていってしまう，というあの結末である．クネヒトのいささか唐突な死は我々にこの結末
を連想させる．「かくれんぼ遊び」の好きなヘッセは，今度は読者の目の前で，自分の書いた作品
の中に，クネヒトに我が身をたくして姿を消してしまうのである．これはほんの一寸したいたず
ら，遊戯にすぎないのだ．それでも純粋に真剣な遊戯なのだ．この遊戯によって「ガラス玉遊戯」
という作品全体が一つの純粋な遊戯となってしまう．ガラス玉遊戯を発明したヘッセは，クネヒト
に遊戯させるだけでなく，自らこの作品を素材にしてガラス玉遊戯を行っているのである．オラン
ダの文化史家ヨハン・ホイジンガjohan Huizingaはその晩年の大著(19)に於て，遊戯を文化現象
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としてとらえ，ホモ・サピエンス，或はホモ・フアーベルに対立するものとしてホモリレーデン
スHomo Ludensを呈示し，原初的な人間の生活と行勁の発生に於ける状態の中には，遊戯とし
か名づけようのないものかおり，この遊戯の質が文化の発展に大きな役割を演じていることを認
め，遊戯の相の下に人間文化の発展をあとずけいてる．「ガラス玉遊戯」はヘッセが自己を遊戯の
相の下にとらえ直した時点に於て成立したと言うことか出来よう．
〔注〕
1) Curtius, E. R.:Krilisclie Essays zur europaischen Literatur. 1950.
2) Ball, Hugo.:Hermann Hesse, Sein Leben und sein Werk. Fischer 1927.
3）≪Vorrede eines Dichters zu seinen ausgewahllen Werken≫(1926). Gesammelte Schriften
　　Bd. 7. SS. 249-254.
4) E. T. A. Hoffmannの小説の題名.
5) Novalisの小説の題名.
6）高橋健二，「ヘッセ研究」　ヘルマンヘッセ全集別巻　新潮社　1957. S. 229.
7）。Der Goldene ＴｏｐＦ‘の作中人物.
8）≪Klingsors letzterSommer≫の主人公.
9）≪Hermann Lauscher≫の主人公.
10) Ninon Hesse　1931年ヘッセと結婚，ヘッセの三度目のそして最後の妻.
11) Paul Klee　画家パウル・クレーはヘッセの友人だった.
12）このモットーははじめにヘッセか中世哲学者の文体を真似たドイツ語で書いたものを友人のFranz Schall
　にラテン語に飢訳してもらったという.
12) Feuilletonは本来，新聞の文芸娯楽欄或はそこに掲載される雑文をさす言葉であるが，それに代表される
　ような20世記文明を皮肉って作中こう名付けたものである.
14) Luciusはラテン語で遊戯と学校を同時に意味するからMagister Ludi は遊戯名人の他に学校の教師を意
　味する．この場合終了された生の学校の教師と考えられる.
15) Thomas Mannをおもわせる．ヘッセは作中人物の名前で「かくれんぽ遊び」をするか好きで，この作品
　　に於てもそれが見られる.　　　　　　　　　　　　　　.，
16）ロシア戦線の犠牲となったヘッセの甥で，その音楽的天分を期待されたカルロー・イゼンベルク　Carlo
　　Isenbergをおもわせる.
17）ヘッセに歴史に対して開眼させたJ acob Burckhardlをおもわせる.
18）≪Ein Stiickchen Theologie≫(1932) Gesammelte Schriften Bd.　7. SS. 388-402.
19) Huizingaj Johan : Homo Luclensj Vom Ursprung clerKultur im Spiel. Rowohlt Verlag; Hamburg
　　1956.なお原著は1938年に出版．
　　　　　　　　　　　　　　iJBER 。DAS GLASPERLENSPIEL“　(ResiJmee)
　Es gibt zwei wichtige charakterische Merkmale in Hermann Hesses Dichtungen.　Das
eine ｉsしjEigensinn“ oder der Wunsch, Sich selbst zu werden ； das andere ist 。Zauberwunseh“
oder der Wunsch, Zauberer zu werden. Sie sind nicht gegensatzlich, sondern sie kommen
aus demselben Ursprung hervor, aus 。einer gewissen Unzufriedenheit rait　dem, was man
ｄｉｅ八iVirklichkeit‘ nenntバ
　Der Eigensinn ist eine einzige Tugend, die Hesse liebt und lobt.。Tugend ist : Gehorsam.
Die Frage ist nur, w ｅ ｍ man gehorcheパ　AUe anderrii so sehr beliebten und belobten
Tugenden sind Gehorsam gegen Gesetze> die von Menschen gegeben sind und die immer
von Zeit zu Zeit von Menschen gebrochen und geiindert werden. Aber einzig der Eigens inn
ist Gehorsam gegen das 。Gesetz in sich selbst“, den tief eingeborenen eigenen Sinn. Der
Dichter findet die Krise der Menschen darin, daB sie dとｎEigensinn nicht verehren, daS
sie ihr Leiden und ihre Seelenangst nicht ernst nehmen. daS sie irri Gegenteil ihre Zuflucht
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zii irgendwelchen Machteti oder Gesetzen nehmen. So macht er sich es zur Aufgabe, die
Stimme seines Eigensinns zu horen, dem ewigen Ruf des Lebens und Wachstums zu folgen,
und den qualvoUen Verlauf der Selbstverwirklichung in seinem　eigenen Leben durch seine
Wefke zu erklaren : damit er, als ein Dichter der Gegenwart, diesen kritischen Zustand des
Menschen iiberwinden konne. Aus diesem Standpunkt kommt die im hohen Grade subjektive
und autobiographische Tendenz seiner Werke.
　iJber seinen　Zauberwunsch　schreibt er　in einer　marchenhaften, halb humoristischen,
fragmentarischen Autobiographie。.Kindheit des Zauberers“， wie folgt :
　　｡Bis zu meinem dreizehnten Jahre habe ich ･mich niemals ernstlich dariiber besonnen,
was einmal aus mir werden und welchen Beruf ich erlernen konnte. ... Weitaus am liebsten
aber ｗおｅ　ich ein　Zauberer　geworden. Dies　war　die tiefste. innigst gefiihlte　Richtung
meiner Triebe.“
　Er kann unter keinen Umstanden mit der ･Wirklichkeit zufrieden sein. Denn er ist dem
Gemut und べA'esen　nach Protestant und das へNesen des echten Protestanten heiet ihn das
・Werden ‘ mehr als das ，Sein‘ bejahen.　Er glaubt, die Wirklichkeit sei der Zufall, der
Abfall des Lebens.　Er will, diese schabige> stets ehttauschende und ode Wirklichkeit zu
and em und zu leugnen, dagegen die echte. zweite Wirklichkeit zu schaffen. Dies ist sein
Zauberwunsch. In seiner Kindheit richtete sich dieser Zauberwunsch auf b Sere; kindliche
Zielej aber mit den Jahren wendet er sich zum Innern. Im 。KurzgefaBten　Lebenslauf"
stehen folgende wohlbekannte Worte :
　　。‥.ｖｏｎmeinem dreizehnten Jahr an war mir das eine klar, daB　ich eritweder ein
Dichter oder gar nichts werden woUe.“
　　･･Dichter“ist in einem gewissen Sinne 。Zauberer“, Zauberer der ぺA^orte. Seine ganze
Hingabe an das　Dichten steht unter dem Zeichen dieses　ZauberwunscheS) worauf　sein
irrealer, traumhafter, etwas formloser, marchenhafter Stil beruht.
　Lang und schwierig war der Weg von jenem dreizehnjahrigen EntschluB zur VoUendung
des 。Glasperlenspiels‘≒　seines　letzten, groBten, in gedanklicher Hinsicht synthetischen, in
formlicher Hinsicht vollkommensten　Werkes. Er schwankt hoffnungslos　zwischen dem
Verlangen nach dem aufrichtigen Bekenntnis und nach dem schonen Ausdruck. In der
･･Vorrede eines Dichters zu seinen ausgewahltenへＶｅｒｋｅｎ“schreibt er ironisch wie folgt :
　･･‥.Ｖｏｎ meinen Erzahlungen, dariiber war kein　Zweifel mehr, war keine　einzige als
Kunstwerk rein genug, um noch erwahnt zu werden. . ..Unter diesen Buchern war keineS)
das nicht Bekenntnis und klingende Sehensucht nach Ausdruck meines Eigensten war, aber
auch keines. worin das Bekenntnis vollig und rein, der Ausdruck bis zur Erlosung gefunden
war.
ｇ Ｃ
　In Wirklichkeit sind seine　Romane　keine Romane, seine Novellen keine Novel len. Im
wesentlichen ist er gar kein Erzahler im ublichen Sinne. Was ist er denn ？ Was ist das
Wesen seiner Dichtungen ？
　｡Die Erzahlung als verkleidete　Lyrik, der Roman　als erborgte Etikette　furdie Versuche
poetischer Naturen, ihr Ich- und Weltgefuhl auszudrucken, das war eine spezifischdeutsc he
und romantische Angelegenheit, hier wuBte ich mich ohne weiters verwandt und mitschuldig.“
　Er ist den Romantikern verwant. Die Ausdrucksform, die er durch die Schwankung
zwischen zwei Verlangen erreicht hat, ist Marchen. In gleicherぺA^'eisewie seine Vorganger
(Romantiker) ist er dem Wesen nach ein Marchendichter und das Wcsen seiner Dichtungen
ist Marchen. 。Das Glasperlenspiel“　istauch ein Marcheii) ein vergroBertes Marchen.
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　Ein Schlussel zum Verstehen des 。Glasperlenspiels“ ist komplizierte und verzwickte Worte
des Mottos･ womit das　Buch eingeleitet　wird ； dessen Sinn ungefahr so heiBt :　･･Das
Beschvvbren einer Idee, das Darstellen einer Verwirklichung ist an sich schon ein Schrittchen
zu dieser Verwirklichung Cpaululm approp inquant)｡“Das Werk ist Aufbau einer リtopic
worin der Dichter eine MogUchkeit des geistigen Lebens, eine ewige platonische Idee zu
zeigen versucht, deren Verwirklichung man　an vielen Stellen der Weltgeschichte ffuhlen
kann.　Wenn sie auch in die Zukunft veriest ist, doch in χMirklichkeit　ist sie weder ein
Zukunftstraum　noch　ein Postulat, sondern　。eine　in diversen Graden　der Verwirklichung
schon oft auf Erden sichtbar gewordene Idee.“Wahrend 。Magisches Theater“ des 。Step-
penvvolfs“　aus dem　chaotischen UnbewuBten ｄとs Einzelwesens entsteht, so ist das Glas-
perlenspiel　und　Kastalien　ein ewiges　Traumbild der Kultur, das　aus dem　UnbewuBten
ｄｅ M゛enschen entsteht. Was im 。Magischen Theater" als 。der Aufbau der Personlichkeit“
゛on einem ‘Schachspieler auf seinem Brett gespielt wird, das ist der Urbegriff des Glas-
perlenspiels.　Aber die Schachfiguren　dieses　Spiels sind nicht　die unzahlig　viel　zerfallten
。Ichs“ einer Person wie in jenem Schachspiel. sondern die in zahlreiche Facher differenzierten
Einzelkunste und Einzelvvissenschaften. Statt des Alkohols und des Opiums im 。Magischen
Theater“　spielt die　。Kontemp】ation“　eine groBe Rolle im Glasperlenspiel. Der Begriff der
Kontemplation kommt aus den Gewohnheiten　und Brauchen der　。Morgenlandfahrern“，
denen dieses Werk gewidmet ist. Kontemplation ist das positive Verfahren, Erdichtungen
des UnbewuBten heraufzurufen. Sie bildet die Grundlage zum Glasperlenspiel, denn sie ist
eine tiefe and seelische Hingabe, die 。die Hieroglyphen des Spiels davor bewahrt, zu bloBen
Buchstaben zu entarten.'‘Durch die Forderung dieser Hingabe von den Spielern wendet das
Spiel gegen das Religiose｡
　Das Glasperlenspiel hat die Struktur der Musik, Musik im eigentlichen Sinne,　Musik als
･,altesleがtimen Mittel der Magie. “ So ist das Glasperlenspieトfur dem Spieler in erster
Linie ein Musizieren. Es hat zugleich als eine offentliche Feier eine Sublimierwirkung,
alien　Vergangenen neues　Leben zu geben und sie zu verandern. Denn die Stoffe dieses
Spiels sind was der menschliche Geist in alien Gebieten auf alien Stellen dieser Welt je
gedacht und erschaffen hat. Und da der eigentliche Sinn der Feier darin besteht, das Leben
der Tradition innerhalb　einer bestimmten　Zeit und eines　beschrankten Raum vor der
Offentlichkeit zu verwirklichen｡
　Der Begriff von Spiel ist schon im 。Siddhartha". Er iammert sich。>daB er ein seltsames
Leben fiihre. daB er wohl lauter Dinge tue, die bloB ein Spiel waren.“Er spielt mit seinen
Geschaften。,wie ein Ballspieler mit seinen Ballen spielt.“Er wunscht, mit der Leidenschaft
und mit dem Herzen beteiligt zu sein, statt nur als ein Zuschauer daneben zu stehen. Man
mag sich aber bei dem Spiel nur da beteiligen, wenn Ordnung, Sinn, und echte Verwirklichung
in diesem Spiel　bemerkbar sind, wenn es mit derti Geist zusammenhangt, vvenn es ein
Symbol wird. Das Glasperlenspiel ist nicht ein Spiel, sondern ein Symbol gewordenes. So
ist es nichts anders als 。ein unmittelbarer Weg ins Innere des VVeltgeheimnisses."
　Wie das Motto lautet, ist das Glasperlenspiel kein ｅχistierendes Ding.　Hesse behandelt
es aber･als ein seiendes Ding. In dieser Hinsicht sind zwei Ausdrucksformen zusammengesetzt,
symbol ische und allegorische. Wenn diese Mischung der Ausdrucksform auch vom asthetischen
Standpunkt aus eine schwache Seite des Werkes ware, doch in Wirklichkeit ist sie wirksam.
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Durch das Pendeln　zwischen　dem　Symbol　und der　Allegorie gewinnt das Glasperlenspiel
eine magische Realitat.
　Der Kulturkreis, worin das Glasperlenspiel gespielt wird> ist eine ，･padagogische Provinz“･
wie sie auch in Anlehnung an Goethes ,,Wilhelm Meister“ genannt wird ； es tragt den Namen
･jKastalien“･nach der kastalischen Quell e bei Delphi, in der sich Pi】ger zu waschen pflegten,
ehe sie das Heiligtum des Gottes Apollo betraten. Diese padagogische Provinz Kastalien
ist mit nur einer Aufgabe beauftragt, das durch die Symbol　des Glasperlenspiels gezeigte
Geistesleben　zu　erhalten und　zu erneuern. Die Eigentumlichkeit　dieser　Utopie　ist　die
feierliche Hierarchie des　･･〇rdens" und der　･･Erziehungsbehorde“.　Diese Hierarchie ist das
Sinnbild des　。Gesetz vom ・Dienen“， das　der　idealen　Gemeinschaft unentbehrlich ist. In
Kastalien findet iedes Mitglied des Ordens wie von selbst den 。Ort, an welchem er dienen
und im Dienen frei sein kann.“Jeder Mensch ist nur ein Versuch, ein Versuch, ein
Unterwegs.。Er soil aber dor thin unterwegs sein, wo　das Vollkommene　ist, er soil ins
Zentrum streben, nicht an die Peripherie.“
　Josef Knecht　ist einer der　Menschen。,denen ienseits von alien Originalitaten und
Absonderlichkeiten ein moglichst vollkommener Dienst am tiberpersbnlichen gelungen ist.“
Er hat keine Eltem, keine Familie> kein Haus.ESein ganzes Leben spielt sich in Kastalien ab.
Er gehort zu den ･･electi“(Erwahlten).　Das Wesen seiner Bildung ist ･･Berufiing“ und
。Erwachen“. Die innere Wirklichkeit Kastaliens wird ihm im Laufe seiner Entwickeluag
klar, und endlich wird er 。Magister Ludi“ im Doppelsinn (der Glasperlenspielmeister und
der Lehrer der Schule vom durchgemachten Leben). In ihm, in diesem Held Josef Knecht,
verwirklicht Hesse　sein lebenslanglichen Wunsch, Sich selbst zu werden.。Berufung“ und
｡Erwachen“　ist nicht anders als die Offenbarung der inneren Stimme, des Eigensinns. Der
Name Knecht　bedeutet Gehorsam　gegen den　ewigen Ruf des Lebens, d. h. Dienst am
Uberpersonlichen. Die Helden der　。drei Lebenslaufe“　in Knechts hinterlassenen Schriften
tragen die Namen, die Knecht bedeuten. Diese Lebenslaufe sind die Darstellung uber ･･drei
Stufen der Menschenwerdung“. Magister Ludi Josef Knecht steht iiber diesen drei Stufen,
auf der vierten. Sein　Abschied von Kastalien und sein Legende gewordener Tod ist auch
Dienst und Gehorsam. Ja, sogar erinnert uns sein Tod merkwurdigerweise an　das Ende
jenes ･,KurzgefaI3ten Lebenslaufes“, jenes sinnbildliche］ronische Versteckspiel. Romantische
Ironie ？ Es ist bloB ein Spiel, aber ein emstgemeintes Spiel.　Sein ganzes Leben ist ein
Spiel.　Das Thema dieses kontrapunktischen Spiel ist der Musikmeister, der Vertreter des
kastalischen Geistes. Das Gegenthema ist Plinio Designori, der Vertreter weltlicher Gesinnung.
Knecht erkennt diesen Gegensatz erst als Gegensatz, dann aber als zwei Pole einer Einheit,
und vereinigt sie durch seinen Tod. Der Glasperlenspielmeister Josef Knecht organisiert aus
seinem persbnlichen Leben ein Glasperlenspiel. Und noch dazu spielt Hesse,　der Verfasser
dieses Werkes, also　der Er finder　dieses Spiels･mit diesem　Werk　durch Schreiben. Aus
Knecht, Musikmeister, Plinio Designori und alien andern wird uns eine Einheit, eine
Uberperson, und erst in dieser hoheren　Einheit, nicht in den Einzelfiguren, ist etwas vom
wahren Wesen des Lebens angedeutet. Das ist das Glasperlenspiel, die Kunst aller Kiinste｡
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